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仙
台
国
税
局
は
11
月
11
日
、
東
北

清
酒
鑑
評
会
純
米
酒
の
部
で
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
稲
川
酒
造
店
を
表
彰
し

ま
し
た
。
武
田
一
彦
局
長
が
同
店
を

訪
問
し
、
塩
谷
隆
一
郎
代
表
社
員
と

杜
氏
の
阿
部
毅
さ
ん
に
賞
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同
店
が
純
米
酒
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
初
。

　

同
鑑
評
会
は
、
東
北
地
方
に
お
け

る
清
酒
の
製
造
技
術
と
品
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
同
局
が
主
催
。
今
回

は
、
令
和
３
酒
造
年
度（
令
和
３
年

７
月
～
令
和
４
年
６
月
）の
清
酒
を

対
象
に
東
北
６
県
か
ら
、
吟
醸
酒
の

部
に
１
２
０
製
造
場
１
３
７
点
、
純

米
酒
の
部
に
１
１
６
製
造
場
１
３
４

点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
上
旬
に
行
わ
れ
た
品
質
評
価

の
結
果
、
吟
醸
酒
の
部
で
43
点
、
純

米
酒
の
部
で
47
点
が
「
優
等
賞
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
上
位
３
点
が
決
定
さ
れ
、
最

も
優
秀
な
成
績
の
も
の
を
「
最
優
秀

賞
」、
ほ
か
の
２
点
を
「
評
価
員
特

別
賞
」
と
し
ま
し
た
。

　

塩
谷
代
表
社
員
は
「
喜
び
と
同

時
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」、

阿
部
さ
ん
は
「
今
年
の
酒
造
り
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
皆
様
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
お
酒
を
造
っ
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。
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今月の表紙
ふ く し ま 駅 伝 11 区、
女 子 3.9 ㌔ 区 間（ 本 宮
市白岩屋商店前～大玉
村イイジマ前）を走る
学法石川高３年の小板
橋 梨 夢 選 手 で す。（ 関
連４～５ページ）

【撮影日】　11 月 20 日
【撮影場所】　本宮市
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受
賞
者
の
功
績
を
た
た
え
る

　　　

令
和
４
年
度
町
自
治
功
労
者
表
彰

式
は
11
月
３
日
、
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
を

は
じ
め
、
町
、
町
議
会
、
関
係
機
関
・

団
体
の
来
賓
な
ど
約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が「
町
で

は
、
地
域
の
発
展
や
産
業
の
振
興
、

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
町
政
の
進
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
功
績
に
対
し
、

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
受

賞
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
町
政

の
振
興
発
展
の
た
め
、
豊
富
な
経
験

と
卓
越
し
た
見
識
を
も
っ
て
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

前
後
町
長
が
受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
渡
辺
真
一

郎
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
中
村
玄
正
さ

ん
が
「
今
後
も
町
や
猪
苗
代
湖
、
福

島
県
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い

き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
功
労
者
表
彰

▽
猪
苗
代
湖
の
水
環
境
保
全
活
動
の

功
績

＝
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

輝
く
猪

苗
代
湖
を
つ
く
る
県
民
会
議　

理
事

長　

中
村
玄
正

▽
行
政
区
長
と
し
て
の
功
績

＝
瀧
澤
千
恵
子

▽
行
政
区
長
と
し
て
の
功
績

＝
佐
藤
俊
吉

▽
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の
功
績

＝
佐
藤
秀
一

▽
行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
功
績

＝
宮
澤
重
正

▽
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
の
功
績

＝
五
十
嵐
早
苗
、
今
田
か
お
る

◇
善
行
者
表
彰

▽
町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を

寄
付
さ
れ
た
功
績

＝
遠
藤
昭
二
、
鈴
木
邦
之
、
西
山
組

合
会　

会
長　

佐
藤
公
章
、
荒
川
産

業
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長　

荒
川
健
吉
、
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス

代
表
取
締
役
社
長　

渋
谷
君
美
義
、

株
式
会
社
プ
ロ
メ
デ
ィ
ア　

代
表
取

締
役
社
長　

尾
高
智
明

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町自治功労者表彰式

表彰式に出席した受賞者ら
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1_13 区・吉田廉選手（会津信用金庫）　2_ ８区・本
多琉叶（猪苗代中３年）　3_14 区・大島丈選手（日
本大学１年）　4_ １区・岩橋菜乃選手（猪苗代中２
年）5_ ２区・大橋清陽選手（学法石川高３年）　6_
４区・髙久浩輔選手（会津高２年）　7_12 区・影山
裕選手（会津若松消防署）　8_15 区・大島梨瑚選手（帝
京安積高２年）　9_10 区・五十嵐修一選手（ネクセ
リア東日本）　10_ ９区・鈴木心彩選手（猪苗代中２
年）　11_ ５区・小檜山利輝選手（メイクス）　12_ ６
区・吉田勇大選手（東北シール工業）　13_16 区・國
分伊三郎（会津坂下消防署）   14_11 区・小板橋梨夢

（学法石川高３年）　15_ ７区・星柊斗（猪苗代中１年）
16_ ３区・佐藤真央選手（日大東北高３年）

　

第
34
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）
は
11
月
20

日
、
白
河
市
の
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー

ト
し
、
福
島
市
の
県
庁
前
に
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
す
る
16
区
間
、
95
・
０
㌔
の
コ
ー

ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
県
内
52
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
序
盤
、
本
町
チ
ー
ム
は
、
総

合
順
位
１
桁
代
を
キ
ー
プ
す
る
好
調
の

走
り
で
し
た
。
大
学
生
や
高
校
生
な
ど

女
子
の
エ
ー
ス
が
ひ
し
め
く
１
区
で
、

岩
橋
菜
乃
選
手（
猪
苗
代
中
２
年
）が

懸
命
の
走
り
で
５
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な

ぎ
、
続
く
男
子
高
校
生
の
エ
ー
ス
級
が

そ
ろ
う
２
区
で
、
大
橋
清
陽
選
手（
学

法
石
川
高
３
年
）が
区
間
賞
の
走
り
で

順
位
を
２
位
ま
で
上
げ
ま
し
た
。
レ
ー

ス
中
盤
以
降
は
、
順
位
を
落
と
し
ま
し

た
が
、
15
番
手
で
タ
ス
キ
を
受
け
た
６

区
吉
田
勇
大
選
手（
東
北
シ
ー
ル
工
業
）

が
３
人
抜
き
の
快
走
。
８
区
の
本
多
琉

叶
選
手（
猪
苗
代
中
３
年
）が
区
間
総

合
５
位
、11
区
の
小
板
橋
梨
夢
選
手（
学

法
石
川
高
３
年
）と
15
区
の
大
島
梨
瑚

選
手（
帝
京
安
積
高
２
年
）が
と
も
に

区
間
総
合
６
位
で
堂
々
の
走
り
を
見
せ

ま
し
た
。

　

今
年
も
中
学
生
、
高
校
生
ら
若
い
選

手
た
ち
の
活
躍
が
光
り
、
町
の
部
で
は

昨
年
の
成
績
を
上
回
る
３
位
、
総
合
11

位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

第 34 回ふくしま駅伝

町の部３位入賞　中高生が活躍

14 1315

16

12 11 10

89 3 2

1

7 6 5

4

町のタスキをつないだ選手たち
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

磐梯山への感謝と安全を祈り

　磐梯山感謝登山式典は 11 月９日、ふるさと交流センター「幸
陽の杜」で行われ、関係者ら約 20 人が出席しました。
　式典では神事を執り行い、前後公町長らが玉串をささげました。
前後町長は「夏山シーズンは、猪苗代山岳会や関係機関のご尽力
により大きな事故がなく終了することができ感謝します。これか
ら冬山シーズンを迎えますが、登山者には綿密な計画と十分な装
備をするよう啓発したい」と式辞を述べました。

磐梯山感謝登山式典

磐梯山への感謝と安全を祈願し玉串をささげる前後
町長

防火の誓い新たに

分列行進をする団員ら

町内産の農産物が並ぶ

町内産の農産物が並ぶ物産展

　町消防団の秋季検閲は 11 月６日、猪苗代小学校校庭で行われ、
消防団から約 350 人の団員らが参加しました。
　団員らは町役場を出発し、中央通商店街を通って同校の校庭ま
で行進。校庭では、殉難団員に対し黙とうをささげた後、通常点
検や分列行進などを行い、防火の誓いを新たにしました。また、
検閲官の前後公町長が講評を述べたほか、猪苗代支部定例表彰が
行われ、受賞者の功績をたたえました。

町消防団秋季検閲

土屋サダさんが 100 歳に

　10 月 25 日に 100 歳の誕生日を迎えた土屋サダさん（川桁）
への賀寿贈呈式は 10 月 28 日、土屋さんの自宅で行われました。
　土屋さんの長寿を祝い、前後公町長が県からの知事賀寿と会津
漆器の木杯、町からの賀寿と敬老祝金、記念品を手渡しました。
　土屋さんに長寿の秘訣を伺うと、「遠慮しないこと。よく食べ
ること」と話してくれました。土屋さん、いつまでもお元気にお
過ごしください。 賀寿などを受けたサダさん（前列右から２人目）

長寿を祝い、賀寿などを贈呈

猪苗代新そば祭り農産物物産展

　第 26 回猪苗代新そば祭り農産物物産展は 11 月 12、13 の両日、
道の駅猪苗代で開かれました。今年も「新そば祭り」は新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、町内のそば店で実施され、「農
産物物産展」は単独で開催されました。
　農産物物産展には、町内産のハクサイやダイコン、キャベツな
どのほか、ブランドそば粉「いなわしろ天の香」の手打ち生そば
が販売され、多くの買い物客でにぎわいました。

まちのわだいまちのわだい

野口英世博士の誕生日を祝う

　野口英世博士の第 146 回誕生祭は 11 月９日、野口英世至誠
館で行われました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、例
年より規模を縮小して行われました。
　野口博士の菩

ぼ

提
だい

寺である長照寺の楠恭信住職が読経した後、野
口英世記念館の八子弥寿男館長や野口英世記念会の倉根一郎理事
長、同会評議員で親戚代表の二瓶昭さんらが献花し、野口博士の
遺徳をしのびました。

野口英世博士誕生祭

野口博士の遺徳をしのび献花する八子館長

12 年後の自分へ手紙

自分に宛てた手紙などが入った宝箱に鍵を掛ける児童

えとタイムカプセル埋設式

　第 61 回野口英世博士顕彰記念作文コンクール、第 28 回野口
英世博士少年科学賞の授賞式は 11 月 9 日、野口英世至誠館で行
われ、各賞を受賞した小中学生の栄誉をたたえました。
　各賞の受賞者は次のとおりです（敬称略）。

【作文コンクール】
◇小学校の部 　▶特選＝畠山璃

り

桜
お

（吾妻小４年）▶金賞＝髙梨紗
さ

那
な

（長瀬小４年）、鈴木咲
さき

翔
と

（緑小４年）▶銀賞＝五十嵐顕
あき

忠
なり

（猪
苗代小４年）、浦杏

あん

南
な

（千里小４年）、二瓶陽
はる

翔
と

（翁島小４年）
◇中学校の部　▶特選＝鈴木理

り

心
こ

（猪苗代中２年）▶金賞＝大桃
匠
たくみ

（猪苗代中２年） ▶銀賞＝白井風
ふう

雅
が

（猪苗代中２年）

【少年科学賞】
◇小学校の部  ▶最優秀賞＝杉原蓮

れん

（猪苗代小５年）▶優秀賞＝
森田優

ゆう

人
と

（千里小１年）、伊東隆
たか

遥
はる

（吾妻小２年）、坂本陸
りく

仁
ひと

（翁
島小３年）、坂本隆

たか

人
ひと

（翁島小１年）、渡部正
まさ

和
とも

（長瀬小４年）、佐
藤暖

ほの

花
か

（緑小６年）
◇中学校の部  ▶最優秀賞＝鈴木理心（猪苗代中２年）▶優秀賞
＝渡部心

み

結
ゆ

（猪苗代中１年）

小中学生の栄誉をたたえる
野口英世博士顕彰記念事業授賞式

少年科学賞で表彰を受けた（左から）渡部心結さん、
鈴木さん、杉原さん、渡部正和さん

作文コンクールで表彰を受けた（左から）大桃さん、
鈴木さん、髙梨さん、畠山さん

　12 年後の自分に宛てた手紙などを宝箱に入れる「えとタイム
カプセル埋設式」は 11 月 17 日、猪苗代ハーブ園で行われました。
　埋設式には町内の６小学校から約 100 人の児童が参加。児童
を代表して、猪苗代小学校の大堀楓

かえで

さんと星詠
えい

太
た

さんがタイムカ
プセルに込めた思いを発表しました。また、各校の代表児童は、
手紙や思い出の品などを入れた宝箱に鍵を掛け、その鍵を入れた
カプセルを来年の干

え

支
と

「ウサギ」の像の前に埋めました。
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ホットニュース

　

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

み
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
猪
苗
代
わ
く
わ
く
ブ
ッ
ク
」
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
運
動
で
は
、
町
が
推
薦
す
る
図
書

30
冊
全
て
を
読
ん
だ
児
童
・
生
徒
に

は
「
完
読
賞
」
が
、
推
薦
図
書
３
冊
以

上
を
含
む
10
冊
以
上
の
本
を
読
ん
だ
児

童
・
生
徒
に
は
「
読
書
奨
励
賞
」
が
贈

ら
れ
ま
す
。

　

10
月
に
猪
苗
代
中
学
校
の
生
徒
３
人

が
完
読
賞
を
受
賞
。
中
学
生
で
の
受
賞

は
初
め
て
で
、
受
賞
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
完
読
賞
の
受
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
猪
苗
代
小
学
校
】

古
川
愛あ

結ゆ

（
６
年
）

【
翁
島
小
学
校
】

加
藤
柚ゆ
ず

希き

（
５
年
）、
成
田
柊し

ゅ
う（
５
年
）

【
千
里
小
学
校
】

浦
杏あ
ん

南な

（
４
年
）、
齋
藤
瑛え

い

太た

（
４
年
）、

長
嶺
陽ひ

菜な

（
４
年
）、
長
谷
川
寛ひ

ろ

人と

（
４

年
）、岩
﨑
蒼そ

空ら
（
５
年
）、郡
司
紗さ

和わ
（
５

年
）、
鈴
木
菜な

那な

（
５
年
）、
鈴
木
ひ
か

り（
５
年
）、
塚
原
心こ
こ

花な

（
５
年
）、
皆

川
光ひ
か

琉る

（
５
年
）

【
吾
妻
小
学
校
】

佐
藤
愛あ
い

翔と
（
２
年
）、伊
東
隆た

か

遥は
る（
２
年
）、

武
藤
遼
り
ょ
う

真ま

（
３
年
）、
青
木
昴す

ば
る（
３
年
）

【
猪
苗
代
中
学
校
】

佐
藤
大だ
い

護ご

（
２
年
）、
長
谷
川
瑞み

ず

祈き

（
２

年
）、
五
十
嵐
梓あ
ず

心な

（
１
年
）

「猪苗代わくわく
　　　　ブック」運動

完読賞を受賞した猪苗代中の（左から）長谷
川さん、佐藤さん、五十嵐さん

地域おこし協力隊通信

地域おこし協力隊

橋本 真
ま

由
ゆ

 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：有害鳥獣対策

　

令
和
２
年
度
よ
り
鳥
獣
被
害
対
策
を

担
当
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

橋
本
真
由
で
す
。

　

秋
に
な
り
柿
を
食
べ
る
サ
ル
を
よ
く

目
撃
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
の

住
む
エ
リ
ア
や
田
畑
が
近
い
場
合
は
追

い
払
い
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
サ
ル
も

食
べ
る
の
に
必
死
で
追
い
払
っ
て
も
ま

た
戻
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
く
、「
山
に
餌
が
無
い
か
ら
人
里

に
下
り
て
く
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
事

が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
時
期
、
山
の
中

に
い
る
サ
ル
は
堅け
ん

果か

類る
い

で
あ
る
ど
ん
ぐ

り
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。
山
に
餌
が

な
い
と
い
う
よ
り
は
、
人
の
食
べ
物
の

お
い
し
さ
を
学
習
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

堅
果
類
は
様
々
な
動
物
の
餌
資
源
で

す
が
、
年
に
よ
り
凶
作
や
豊
作
に
な
り

ま
す
。
福
島
県
で
は
、
堅
果
類
の
豊
凶

調
査
を
行
っ
て
お
り
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
今
年
の
会
津
地
方
で
は
、
ブ

ナ
が
豊
作
、
ミ
ズ
ナ
ラ
が
並
作
、
コ
ナ

ラ
が
並
作
で
し
た
。

　

堅
果
類
が
豊
富
で
あ
っ
た
た
め
、
今

年
の
秋
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
も
少

な
い
で
す
が
、
来
年
の
春
は
親
子
グ
マ

の
出
没
が
多
く
な
る
可
能
性
が
有
り
ま

す
。
入
林
の
際
は
十
分
な
対
策
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　口の中に残った食べカスなどを食べた細菌が、酸
を出して歯を溶かしている状態です。また、歯には
溶けた部分を治そうとする力もあり、このバランス
が崩れ、溶かす力が強くなるとむし歯になります。

むし歯予防対策を強化します
～令和 5 年度より 1 歳から 4 歳未満のお子さんを対象にフッ素塗布事業を実施します～

むし歯の出来る原因を知っていますか？

むし歯とは・・・？
　水晶と同じくらいの硬さで、体の
中で最も硬いです。表面の硬いエナ
メル質には神経や血管は通っていま
せん。

そもそも、歯は・・・？

むし歯の出来る原因は３つ
①細菌
②歯の質
③甘い飲食物

むし歯を予防するためには
①歯みがきをする
②歯の質を強くする
③食べる時間と量を決める

歯の質を強くするってどういうこと？
　歯の質を強くするために有効なのは「フッ素」と言われています。
　「フッ素」は、食べ物や私たちの歯や骨、血液中にも存在するものです。そのため、フッ
素塗

と

布
ふ

やフッ化物洗
せん

口
こう

で、健康被害が出ることはありません。
　フッ素を使用することで、歯の質を強くし、むし歯を予防出来ます。

●歯の生え始めから、すべての歯が生え変わる 12 歳前後は「歯の質を高め
るとても大事な時期」です。幼児期から継続してフッ素を取り入れることで、歯
の質を高めていきます。

フッ素による作用と効果

作用

効果

①エナメル質を丈夫にする
②再石

せっ

灰
かい

化の促進
③歯を溶けにくくする

①細菌の活動に必要な
　酵素の働きを弱める
②抗菌作用

①酸
さん

産
さん

生
せい

の抑制
②プラーク（歯

し

垢
こう

）の抑制
歯質強化

むし歯予防

歯の表面のエナメル質

フッ素

口の中
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詳
し
い
案
内
は
、
来
月
号
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
期
間

２
月
14
日（
火
）
～
17
日（
金
）、
20

日（
月
）
～
22
日（
水
）、
24
日（
金
）、

27
日（
月
）
～
３
月
３
日（
金
）、
５

日（
日
）
～
10
日（
金
）、
13
日（
月
）

～
15
日（
水
）

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

正
庁

※
全
期
間
、
役
場
正
庁
で
実
施
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
定
例
行
政
相
談
会
を
毎

月
１
回
、
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

12
月
21
日（
水
）　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

年
末
年
始
の
役
場
業
務

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

町
役
場
の
業
務
は
、
12
月
29
日

（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）ま
で
休

み
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
の
発
行
や
水
道
の
開

閉
栓
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
種
証
明
書

が
必
要
な
人
や
水
道
使
用
開
始（
停

止
）予
定
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
業
中
で
も
婚
姻
届
、
死

亡
届
や
火
葬
場
の
予
約
な
ど
は
受
け

付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

町
民
生
活
課　

町
民
係

☎（
62
）２
１
１
４

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係

☎（
62
）５
６
２
２

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・

し
尿
く
み
取
り

▼
ご
み
収
集　

　

12
月
31
日（
土
）か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
の
４
日
間
は
、
ご
み
収

集
を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
収
集
日
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
生
ご
み
収
集（
拠
点
回
収
地

区
の
み
）

　

12
月
30
日（
金
）と
１
月
２
日（
月
）

は
、
生
ご
み
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

生
ご
み
回
収
カ
レ
ン
ダ
ー
で
、
収
集

日
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
し
尿
く
み
取
り

　

12
月
29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
の
６
日
間
は
、
し
尿
く

み
取
り
を
行
い
ま
せ
ん
。
早
め
に
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
依
頼
先

は
、
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎
（
62
）
２
１
１
４

火
災
事
故
の
原
因
と
な

る
ご
み
の
出
し
方
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

　

10
月
に
ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
け
が
人
も

な
く
大
き
な
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
人
身
事
故
な
ど
の
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
事
故
の
原
因
と
な
る
ご
み
は
、

ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
、
オ
イ
ル
缶
、
リ
チ
ウ
ム

充
電
池
な
ど
で
す
。

　

ラ
イ
タ
ー
は
、
ガ
ス
・
オ
イ
ル
を

抜
き
、「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
、
缶
に
穴
を
あ
け
ガ
ス
抜
き
し
、

「
缶
の
日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
イ
ル
缶
は
、
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
、「
缶
の
日
」
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

リ
チ
ウ
ム
充
電
池
は
、
町
で
は
処

分
で
き
ま
せ
ん
。販
売
店
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
「
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
ご
み
の
出
し
方
と
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎
（
62
）
２
１
１
４

申
告
相
談
会
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
分
の
申
告
相
談
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

役
　
場

医療機関名 日にち
曜日

12/25
日

12/26
月

12/27
火

12/28
水

12/29
木

12/30
金

12/31
土

1/1
日

1/2
月

1/3
火

1/4
水

1/5
木

1/6
金

1/7
土

浅見クリニック
（63）2200

午前 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×
午後 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ×

小川医院
（62）2132

午前 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○
午後 ○ ○ × ○ × × × × × × ○ × × ○

かねこクリニック
（72）0660

午前 × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○
午後 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ×

野崎医院
（66）2245

午前 × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○

午後 × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ×

マリアクリニック
（66）2700

午前 × × ○ × × × × × × × × × ○ ×
午後 × × ○ × × × × × × × × × ○ ×

矢吹医院
（62）2169

午前 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○
午後 × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ×

町立病院
（62）2350

午前 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×
午後 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ×

年末年始町内医療機関診療予定表（12 月 25 日～１月７日） ○：診療可　×：休診　

年中無休　受付時間　月～土：午後２時～午後 10 時 30 分（診察時間は午後７時～午後 11 時）
　　　　　　　　　　日、12 月 29・30 日：午後６時 30 分～午後 10 時 30 分（診療時間は午後７時～午後 11 時）
ただし、12 月 31 日～１月３日の間は日中も診察を行います。（受付時間：午前９時 30 分～午後 10 時 30 分、診療時間：
午前 10 時～午後４時、午後５時～午後 11 時）

【夜間救急】　会津若松市夜間急病センター　会津若松市山鹿町１－ 22（謹教コミュニティセンター）　☎（28）1199  

生
　
活

　暖房を使う冬季は、ホームタンクからの給油の際な
ど、ちょっとした不注意で河川に油が流れる事故が多
く発生しています。
　油流出事故は、水源や農業、漁業への被害や環境汚
染につながるほか、流れた油を回収する費用負担が生
じます。また、損害賠償の請求が行われることもあり
ます。
　事故を起こさないよう一人一人が注意して、きれい
な環境を守りましょう！

◎事故を起こさないための心掛け
①給油現場を離れない！
　ホームタンクなどから灯油を小分けしている時は、
　絶対にその場を離れないようにしましょう。
②給油後の弁の閉め忘れに注意する！
　給油後は、ホームタンクなどのバルブやコックを完
　全に閉めたことを確認しましょう。
③屋根からの落雪や除雪時に注意する！
　屋根からの落雪や除雪作業時に、ホームタンクや配

　管が破損しないよう注意しましょう。
④点検を行う！
　ホームタンク・配管に破損や老朽化による亀裂、漏
　えい、油臭等がないか定期的に点検を行いましょう。

◎万が一、油を流出させてしまったら ･･･
◎油の流出を発見したら ･･･
①油を回収する！
　すぐに布や新聞紙などで回収しましょう。流出して
　しまった油の回収には、オイルフェンスやマットな
　どを使用するため、回収に要した費用は、原因者が
　負担することになります。
②連絡する！
　会津地方振興局、消防署または町役場に連絡してく
　ださい。

▶会津地方振興局　県民環境部環境課　☎（29）3912
▶猪苗代消防署　☎（62）4433
▶町民生活課　環境係　☎（62）2114

油流出事故を防止しましょう

相
　
談

申
　
告

火災事故の原因となったオイ
ル缶

※予定は変更になる場合があります。事前に医療機関にお問い合わせください。



広報 猪苗代  2022-12    1213    2022-12  広報 猪苗代

軽
自
動
車
の
車
検
で
納
税

証
明
書
の
提
示
が
不
要
に

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）が
始
ま
り
ま
す
。

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
は
、
軽
自
動
車
検
査
協

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
納
付
情
報
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
継

続
検
査
窓
口
で
の
納
税
証
明
書
の
提

示
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

従
来
通
り
納
税
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。

①
対
象
車
両
の
未
納
が
あ
る
場
合

②
ほ
か
の
市
町
村
へ
引
っ
越
し
た
直

後
の
場
合

③
納
付
し
た
ば
か
り
で
、
納
付
情
報

が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

④
中
古
車
購
入
直
後
の
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

●
軽
自
動
車
税
種
別
割

税
務
課　

賦
課
係　

☎（
62
）２
１
１
３

●
自
動
車
税
種
別
割

県
会
津
地
方
振
興
局　

課
税
第
二
課

☎（
29
）５
２
６
１

水
道
管
の
凍
結
や
破
損

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
済
み
で

す
か
。
気
温
が
０
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
な
ど
が
凍
結
し
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

▼
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
た
め
に

①
水
抜
き
栓
で
管
内
の
水
を
抜
く　

②
水
道
管
に
保
温
材
や
電
熱
ヒ
ー

タ
ー
を
巻
く

③
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を
流
し
て
お

く
、
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

　

保
温
材
を
は
が
し
て
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
ま

す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と
蛇
口
や

水
道
管
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
止
水
栓
の
点
検
を
お
忘
れ
な
く

　

屋
内
の
水
道
管
を
修
理
し
た
り
、

蛇
口
を
交
換
し
た
り
す
る
場
合
は
、

止
水
栓
で
水
を
一
時
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
積
雪
前
に
場
所
を
再
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
町
水
道
指
定
店
に
つ
い
て

　

工
事
等
が
必
要
な
場
合
は
、
町
水

道
指
定
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
各
課
の

ペ
ー
ジ
↓
上
下
水
道
課
↓
水
道
施
設

係
↓
猪
苗
代
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
つ
い
て
」
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
施
設
係

☎
（
62
）
５
６
２
２

　

取
り
壊
し
た
年
は
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
申
告
や
登
記
に
よ
り
翌
年
か
ら

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
や
未
登
記
家

屋
の
場
合

　

取
り
壊
し
た
床
面
積
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
、
税
務
課
に
「
家
屋
異
動
申

告
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

併
せ
て
現
地
確
認
も
行
い
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

該
当
す
る
家
屋
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登
記
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
記
を

行
う
と
、
法
務
局
か
ら
税
務
課
へ
通

知
が
届
き
ま
す
の
で
、
税
務
課
へ
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
や
登
記
に
よ
り
取
得
し
た
年

の
翌
年
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
登
記
が
遅
れ
る
場
合
や
未
登
記
家

屋
の
場
合

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
者

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、
税
務
課

に
「
家
屋
異
動
申
告
書
」
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
有
者
の
確
認
を
行
い
、
新
た
な

所
有
者
に
翌
年
か
ら
課
税
し
ま
す
。

○
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
「
所
有
権
移
転
登
記
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き

を
行
う
と
、
法
務
局
か
ら
税
務
課
へ

通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
へ

の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た
場

合
に
は
必
ず
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。

　

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
、

所
有
者
変
更
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
税
務
課
に
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

職
員
が
評
価
額
算
出
の
た
め
の
調

査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、

家
の
間
取
り
や
各
部
屋
の
仕
上
げ
な

ど
の
確
認
に
な
り
ま
す（
賦
課
資
料

の
参
考
と
し
て
、
写
真
撮
影
を
行
う

こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
）。
調
査

の
時
間
は
、１
時
間
半
程
度
で
す（
床

面
積
の
大
小
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

　

基
本
的
に
は
職
員
が
文
書
や
電
話

な
ど
に
よ
り
調
査
の
日
程
な
ど
を
調

整
し
ま
す
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
随
時
調
査
に
伺
い
ま
す
。

係
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
以
下
、「
軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
と
い
う
。）」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
、

紙
で
行
わ
れ
て
い
る
手
続
き
や
納
付

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
え
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
12
月
ま
で
に
登

録
し
た
車
両
や
、
二
輪
・
原
付
・
小

型
特
殊（
農
耕
用
等
）に
つ
い
て
は
、

こ
の
軽
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
対
象
外
で
す
。

※
車
検
証
の
初
度
検
査
年
月
が
令
和

５
年
１
月
以
降
の
車
両
の
み
が
対
象
。

※
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
手
続

き
は
行
え
ま
せ
ん
。

土
地
家
屋
調
査
士
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

車
両
の
登
録（
移
転
・
変
更
・

抹
消
）は
お
早
目
に

　

軽
自
動
車
税
種
別
割
・
自
動
車
税

種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
に

お
け
る
所
有
者（
ロ
ー
ン
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、「
所
有
し
て
い
な
い
車
両

の
納
税
通
知
書
が
き
た
」「
前
年
度

購
入
し
た
車
両
の
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
５
年

３
月
31
日（
金
）ま
で
に
必
ず
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た

②
車
両
を
人
に
譲
っ
た

③
廃
車
し
た

④
車
両
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

　

手
続
き
先
は
、
車
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
【
車
種
別

問
い
合
わ
せ
先
】
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

▼
所
在
不
明
の
軽
自
動
車
の
手
続
き

　

売
却
・
廃
車
・
滅
失
な
ど
に
よ
り
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
所
在
が
不
明

ま
た
は
廃
車
時
期
が
不
明
で
、
抹
消

登
録
が
で
き
な
い
軽
自
動
車
が
あ
る

場
合
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
　
金

※
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の

特
例

　

住
宅
用
地
は
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
、
そ
の
面
積

に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地
と
一
般

住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
規
模
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地

【
課
税
標
準
額
】　

土
地
の
決
定
価
格
の
６
分
の
１

▼
一
般
住
宅
用
地

住
宅
の
敷
地
で
住
宅
１
戸
に
つ
い
て

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
住

宅
の
総
床
面
積
の
10
倍
ま
で
の
土
地

【
課
税
標
準
額
】

土
地
の
決
定
価
格
の
３
分
の
１

　

な
お
、
家
屋
の
床
面
積
の
10
倍
を

超
え
る
部
分
の
土
地
に
つ
い
て
は
、

住
宅
用
地
特
例
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
家
屋
の
新
築
、
増
築
や
取

り
壊
し
な
ど
を
行
っ
た
場
合
は
、
税

務
課
に
「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

賦
課
係

☎（
62
）２
１
１
３

　

登
記
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
島
地
方
法
務
局
若
松
支
局
へ　

☎（
27
）１
５
０
１

　

ま
た
は
、
お
近
く
の
司
法
書
士
、

　

廃
車
や
滅
失
の
事
実
が
わ
か
る
書

類（
関
係
官
公
署
の
証
明
書
や
解
体

証
明
書
）が
あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら

を
ご
準
備
の
上
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
手
続
き
や

納
付
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
行
え
ま
す

　

軽
自
動
車
の
保
有
に
は
、
各
種
手

続
き
と
納
付
が
必
要
で
す
が
、
令
和

５
年
１
月
か
ら
「
軽
自
動
車
保
有
関

普通自動車 乗用車・トラック
大型オートバイなど

福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽自動車 排気量 660cc 以下の四輪、
または三輪の自動車

軽自動車検査協会福島事務所
☎ 050（3816）1837

小型二輪車 排気量 250cc を超える二輪車
福島運輸支局
☎ 050（5540）2015

軽二輪車 排気量 125cc を超え、250cc
以下の二輪車

福島県軽自動車協会
☎ 024（546）2577

原動機付自転車
小型特殊自動車

（農作業用・その他）

排気量 125cc 以下の二輪車、
トラクター・コンバイン・フォー
クリフトなど

猪苗代町役場　税務課
☎（62）2113

【車種別問い合わせ先】

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
場
合

家
屋
の
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合

水
　
道
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ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
福
島
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

に
係
る
「
い
わ
は
し
館
」
ト
イ
レ
の

使
用
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

先
月
高
校
駅
伝
大
会
が
あ
り
ま
し

た
。
中
継
所
付
近
の
「
い
わ
は
し

館
」
の
ト
イ
レ
の
使
用
で
あ
り
ま
す

が
、「
ト
イ
レ
の
使
用
を
さ
せ
な
い
・

貸
し
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
大
会
コ
ー
ス
上

ま
っ
た
く
な
い
と
こ
ろ
は
仮
設
の
設

置
ま
で
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
借
り
れ
る
前
提
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
出
先
に
あ
る
町
振
興
公
社
は

大
会
協
力
側
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光
を

う
た
う
町
な
ら
接
遇
の
一
貫
と
し
て
、

も
っ
と
や
さ
し
い
待
遇
で
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
回
答
】

　

こ
の
た
び
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
会
当
日（
10
月
20
日
）は
交
通

規
制
の
た
め
、
大
会
関
係
車
両
以
外

の
出
入
り
が
出
来
な
い
と
い
う
理
由

●町と県からのお願い
　冬期間の除雪は、行政と住民の皆さんの相互理解と協力連携が必要不可欠です。除雪作業
を安全かつ速やかに行うため、次のことについてご理解とご協力をお願いします。

◇除雪車には近寄らないようにしましょう！
　除雪車周辺は、運転手の死角になり大変危険です。
　事故を防ぐためにも作業中の除雪車へ近づかないでください。

◇流雪溝の利用後は蓋を閉めてください！　
　流雪溝の利用後に蓋を開けておくと、人が転落するなど重大
事故につながる恐れがありますので、必ず蓋を閉めてください。

◇自宅前の雪の処理にご協力ください！
　除雪車が通った後は、宅地の出入り口に多少の雪が残ってしまうことがあります。各家
庭や近所の皆さんで協力し合い、除雪をお願いします。

◇路上駐車や道路への雪捨てはやめましょう！
　路上駐車や道路への雪捨ては、通行の妨げとなり、交通事故発生の原因となります。円
滑な道路通行を確保するため、支障となる行為はやめるようご協力をお願いします。

◇深夜・早朝の除雪にご理解ください！
　通勤・通学の時間帯に合わせるため、深夜から除雪作業を行うことがあります。騒音や
振動によりご迷惑をお掛けすることもありますが、ご理解をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　
【道路交通に関する問い合わせ先】

　　　　　　　　　　　　　　○町道　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　町建設課　建設係　☎（62）2118
　　
　　　　　　　　　　　　　　○国道 115 号・459 号および県道
　　　　　　　　　　　　　　県猪苗代土木事務所　業務課　☎（62）3102　　
　

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　猪苗代町と福島県では、冬期間道路交通の安全確保のため道路の除雪作業
を実施しています。

除雪作業にご協力を！
意
見
箱

か
ら「
い
わ
は
し
館
」は
休
館
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
仮
設
ト
イ
レ
か

ら
離
れ
て
い
る
こ
と
や
、
近
く
に
公

衆
用
ト
イ
レ
が
無
い
な
ど
か
ら
、
選

手
・
役
員
・
応
援
者
等
の
ト
イ
レ
と

し
て
「
い
わ
は
し
館
」
の
ト
イ
レ
を

利
用
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ト
イ
レ
の
利
用
に
つ

い
て
、
応
援
の
方
々
へ
の
周
知
等
が

徹
底
し
て
お
ら
ず
ご
不
便
を
お
か
け

し
た
こ
と
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
来
年
度
以
降
も
今
ま
で
通
り

ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
よ
う
依
頼
し
、

大
会
用
チ
ラ
シ
や
福
島
県
高
等
学
校

体
育
連
盟
を
通
し
て
ト
イ
レ
の
箇
所

等
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎（
72
）０
１
８
０

●
今
年
販
売
し
た
新
そ
ば
祭
り
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
方
法
に
つ
い
て

【
ご
意
見
】

　

今
年
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
販
売
し

た
新
そ
ば
券
は
、
老
齢
人
口
の
多
い

猪
苗
代
町
に
は
不
向
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
せ
め
て
町
役
場
、
商
工

会
窓
口
等
で
の
手
売
り
の
場
所
が
あ

れ
ば
良
か
っ
た
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
販

売
店
舗
が
混
雑
し
、
購
入
前
に
他
人

と
の
接
触
の
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、

店
員
さ
ん
も
案
内
ま
で
が
精
一
杯
で
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
端
末
操
作
補
助
ま
で

は
手
が
ま
わ
ら
な
い
様
子
で
し
た
。

対
外
的
に
は
好
評
か
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
町
民
対
応
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。

【
回
答
】

　

こ
の
た
び
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
そ
ば
祭
り
を
プ
レ
ミ
ア
ム
新
そ

ば
券
方
式
で
の
開
催
と
し
て
今
年
で

３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
２
回

の
傾
向
か
ら
、
町
内
の
み
な
ら
ず
町

外
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
の
割
合
も
多

く
、
購
入
の
利
便
性
か
ら
本
年
よ
り

セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
の
販
売
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
ご
好
評
を
い
た
だ

き
、
販
売
か
ら
３
日
で
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
販
売
比
率
と
し
て
は
町
内

で
33
％
、
そ
の
他
県
内
65
％
、
県
外

２
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
セ
ブ
ン

チ
ケ
ッ
ト
で
の
販
売
に
あ
た
り
、
９

月
号
広
報
と
一
緒
に
購
入
方
法
の
チ

ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
、
操
作
方
法
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
店
舗

様
に
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
ご
協
力
の

依
頼
、
チ
ラ
シ
の
設
置
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
内
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
店
舗
に
お

い
て
は
、
初
日
に
購
入
者
が
集
中
し

た
こ
と
か
ら
混
雑
を
招
い
た
店
舗
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
販
売
を
終
え

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
チ
ケ
ッ
ト

購
入
を
し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
次
年
度

以
降
、
よ
り
よ
い
販
売
方
法
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎（
62
）２
１
１
６

「
高
齢
者
作
品
展
」
を

開
催
し
ま
す

　
「
令
和
４
年
度
猪
苗
代
町
高
齢
者

作
品
展
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
例
年
、
絵
画
・
手
芸
・
陶
芸
な

ど
力
の
こ
も
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
入
場
料
は
無
料

で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

来
場
の
際
は
、
感
染
対
策
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

○
12
月
17
日（
土
）　

午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
12
月
18
日（
日
）　

午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

学
び
い
な　

研
修
室
Ａ
Ｂ
Ｃ

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

事
務
局

☎（
62
）５
１
６
８

案
　
内
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・
第
46
号
「
配
当
計
算
書
（
謄
本
）

の
公
示
送
達
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
47
号
「
猪
苗
代
町
議
会
臨
時
会

の
招
集
）」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
48
号
「
猪
苗
代
町
議
会
定
例
会

の
招
集
）」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
49
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
再
交
付
に
係
る
無
効
告
示
」（
町

民
生
活
課
国
保
年
金
係
）

・
第
50
号
「
地
縁
団
体
告
示
事
項
変

更
（
本
町
五
区
会
）」（
総
務
課
行
政

管
理
係
）

※
告
示
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

献
広
報
事
業
で
あ
る
令
和
４
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

区
内
に
祭
礼
用
品
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

整
備
し
た
備
品
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①
神
祭
法
被

②
エ
ア
コ
ン

③
発
電
機

④
Ｂ
Ｂ
Ｑ
グ
リ
ル

⑤
ワ
ン
タ
ッ
チ
タ
ー
プ
テ
ン
ト

⑥
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

⑦
モ
バ
イ
ル
高
圧
洗
浄
機

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

内
部
被
ば
く
検
査
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
県
内
３
方
部
４
カ
所
に

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
・
カ
ウ
ン
タ
搭
載
車

両
を
常
駐
し
て
、
内
部
被
ば
く
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
実
施
場
所
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
検
査
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
会
場

郡
山
市
保
健
所
正
面
入
口（
郡
山
市

朝
日
二
丁
目
15
︱
１
）

▼
検
査
日
程

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

国
土
利
用
計
画
猪
苗
代

町
計
画（
案
）の
意
見
募

集
　

町
で
は
、
開
発
事
業
の
実
施
や
土

地
利
用
規
制
の
指
針
と
な
る
「
国
土

利
用
計
画
猪
苗
代
町
計
画
」
の
策
定

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

資
料
の
閲
覧
は
、
企
画
財
務
課
窓

口
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　

意
見
が
あ
る
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
意
見
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送（
締
切
日

必
着
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

12
月
23
日（
金
）ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

千
貫
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
を
整
備

　

千
貫
区
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢

毎
週
金
曜
日
、
第
１
・
第
３
土
曜
日

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
検
査
時
間

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分（
午
前

11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
を
除

く
）

▼
検
査
費
用

無
料（
交
通
費
は
受
検
者
負
担
）

▼
検
査
予
約
受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０（
４
６
３
３
）９
７
４
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
土

日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
そ
の
他

　

検
査
対
象
者
、
受
検
上
の
注
意
な

ど
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

告　

示

・
第
43
号
「
地
縁
団
体
の
認
可（
松

橋
地
区
地
縁
団
体
）」（
総
務
課
行

政
管
理
係
）

・
第
44
号
「
地
縁
団
体
の
認
可（
東

舘
地
区
地
縁
団
体
）」（
総
務
課
行

政
管
理
係
）

・
第
45
号
「
地
縁
団
体
の
認
可（
西

舘
地
区
地
縁
団
体
）」（
総
務
課
行

政
管
理
係
）

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
対

象
と
な
る
町
有
施
設
は
、【
対
象
施

設
一
覧
】
の
と
お
り
で
す
。

　

総
合
体
育
館（
カ
メ
リ
ー
ナ
）な
ど
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
外
部
委
託

し
て
い
る
町
有
施
設
は
対
象
外
と
し

て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
に
は
、
可
能
な
限
り

「
実
行
計
画
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
取

組
み
を
実
践
す
る
よ
う
に
要
請
し
て

い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量

24.

28
％
削
減
へ

　

町
で
は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ

り
、
市
町
村
に
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

削
減
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
計
画

と
し
て
、
令
和
３
年
３
月
よ
り
「
第

３
次
猪
苗
代
町
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」（
以
下
、「
実
行
計
画
」
と

い
う
。）を
施
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
３
年
10
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」
に

お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
目
標
が
26
％
か
ら
46
％
に
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
「
実
行
計

画
」
に
つ
い
て
も
改
訂
を
行
い
ま
し

た
。

　

改
訂
後
の
「
実
行
計
画
」
で
は
、

平
成
25
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、
計

画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
６

年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
、
基

準
年
度
と
比
較
し
て
24
．
28
％
削
減

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
平
成
25
年
度
と
令
和
３

年
度
の
燃
料
な
ど
の
種
類
別
の
使
用

量
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
比
較
し

た
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
合
計
は
、
基
準
年
度
で
あ
る
平

成
25
年
度
と
比
較
し
て
３
．
84
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

度
時
点
で
の
削
減
目
標
で
あ
る
13
．

３
％
減
に
対
し
て
は
残
念
な
が
ら
及

ば
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
準
年
度
よ
り
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
合
計
が
減
少
し
た
主
な
要
因
と

し
て
、
種
類
別
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
23
．
41
％
減
、

次
に
Ａ
重
油
の
92
．
86
％
減
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

表
２
は
、
種
類
別
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
増
減
の
主
な
要
因
に
つ
い
て

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
各
施
設
に
お
い
て
、
照
明
、

空
調
な
ど
の
適
正
な
管
理
や
公
用
車

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
取
り
組

み
、
目
標
達
成
に
向
け
計
画
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

意
見
募
集

掲
示
板

健
　
康

助
成
事
業

クリスマス献血を実施します
日時　12 月 22 日（木）
　　　午前９時～午後５時
会場　町役場　正面玄関前

冬場は血液が不足しがちです。400㍉㍑
献血へのご協力をお願いします。

令
和
３
年
度　

　
　

町
有
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
排
出
量
を
公
表
し
ま
す

施　設　名 施　設　名 施　設　名

役場庁舎 水道施設 こども園・保育所

水防センター 下水道施設 体験交流館

地域農業活性化
センター 小学校 図書歴史情報館・

むかし体験館

農村環境改善
センター 中学校 地域福祉交流

センター

優良堆肥製造施設

【対象施設一覧】

種類 H25 使用量
（ℓ）

R3 使用量
（ℓ）

H25 排出量
（kg-CO2)

R3 排出量
（kg-CO2)

排出量比較
（％）

ガソリン 36,180 27,710 83,977 64,333 △ 23.41

灯油 188,269 152,885 468,693 381,814 △ 18.54

軽油 117,495 115,998 303,721 299,851 △ 1.27

Ａ重油 14,000 1,000 37,935 2,710 △ 92.86

液化石油ガス
（ＬＰＧ） 7,478kg 5,406kg 22,426 16,212 △ 27.71

電気使用量 3,791,829kwh 3,782,116kwh 1,774,576 1,822,980 △ 0.26

合　計 － － 2,691,347 2,587,900 △ 3.84

種類 増減率
（％） 主な要因

ガソリン △ 23.41 公用車における使用減

灯油 △ 18.54 小学校、改善センターにおける使用減

軽油 △ 1.27 除雪車における使用減

Ａ重油 △ 92.86 地中熱ヒートポンプ冷暖房システムによる使用減

液化石油ガス
（ＬＰＧ） △ 27.71 こども園、小学校、中学校における使用減

電気使用量 △ 0.26 堆肥センターにおける使用減、他施設の使用増

【表１　種類別の使用量及び二酸化炭素排出量】

【表２　種類別の二酸化炭素排出量増減の主な要因】
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なけがとなる場合があります。屋根
の雪下ろし作業をする際には、安全
帯などを使用して転落防止を図り、
十分に注意して行ってください。
　また、できる限り２人以上で実施
し、お互いに安全を確認し合い、万
が一事故が発生した際には、直ちに
119 番通報を行ってください。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433

「ふくしまの高校生が伝え
る ナ ラ テ ィ ブ・ プ レ ゼ ン
テーション」開催！

　「ナラティブ」は、聞き手に想い
を伝える話術、特に一人一人が主体
となって語る表現技術を指す言葉で
す。本イベントでは、福島県にゆか
りのある高校生たちがステージに立
ち、3.11 からこれまでの経験をも
とに「自分のいまの念 ( おも ) い」
を語ります。
●日時　令和５年１月７日（土）午
後０時30分～午後５時（開場：正午）
●会場　けんしん郡山文化センター

（郡山市堤下町１番２号）
●事前申込　12 月 26 日（月）
※正午まで事前申し込み受付中で
す。詳しくは、ホームページへ（検
索ワード：ふくしまナラティブ）。
●主催　県環境創造センター
㉄イベント事務局
☎ 024（932）2232

新入学予定の子をお持ちの
ひとり親家庭の皆さんへ

　令和５年４月に小学校、中学校、
高校に入学する子をお持ちのひとり
親のご家庭にＳＡＷＡチャイルド基
金から入学応援金をお届けします。   

　応援金は、机、ランドセル、制服
などの購入に充てることができます。
●対象　令和５年４月に小学校、中
学校、高校に入学する子を持つひと
り親家庭
●応援金
　経済的に困窮する家庭の子ども
130 人を選定します。
・小学生　３万円（30 人）
・中学生　５万円（50 人）
・高校生　５万円（50 人）
●応募方法　
　申込書は、ホームページからダ
ウンロードできます。申込期間は、
12 月 19 日（月）から令和５年１月
31 日（火）まで（必着）。
　このほか詳細については、以下に
お問い合わせください。お問い合わ
せはメール優先です。
㉄ＳＡＷＡチャイルド基金
E-mail：info ＠ sawachild.com
☎ 090（7982）7360

（月・水・金、午前 10 時～午後５時）
https://www.sawachild.com　

自動車の登録（変更・移転・
まっ消）はお済みですか？

　自動車税は、毎年４月１日現在で
運輸支局に登録されている所有者

（割賦販売購入の場合は使用者）に
課税されます。
　例年、「持っていない車の納税通
知書が届いた」、「納税通知書が届か
ない」などの問い合わせが数多く寄
せられています。
　納税通知書が間違いなく届くよう
に、次のような場合は３月末までに
運輸支局で登録手続きを済ませま
しょう。
①住所が変わった
②自動車を人に譲った
③廃車した　など
㉄会津地方振興局県税部課税第二課
☎（29）5261

林業退職金共済制度（林退
共）へ加入しませんか？

　林退共は、昭和 57 年に発足した
林業界で働く人のために国が作った
退職金制度です。この制度は、事業
主の皆さんが従事者の働いた日数に
応じて掛け金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その従事者が林業界を
やめたときに林退共から退職金を支
払うという、いわば林業界全体の退

職金制度です。
○掛け金は、税法上について、法人
では損金、個人企業では必要経費と
なります。
○掛け金の一部を国が免除します。
○雇用事業主が変わっても退職金は
企業間を通算して計算されます。

【事業主の皆さんへ】
・共済証紙は労働日数に応じて適正
に貼り付けてください。
・共済手帳を所持している従事者が
林業界を引退するときは、忘れずに
退職金を請求するよう指導してくだ
さい。
　詳しくは、以下にお問い合わせく
ださい。
㉄勤労者退職金共済機構　林業退職
金共済事業本部
☎ 03（6731）2889

除雪のお願いと注意

○消火栓などの除雪のお願い
　消防署・消防団は、火災発生時に
消火栓や防火水槽を使用して消火活
動をします。これから雪が降り、家
の周りの消火栓や防火水槽に雪が積
もりましたら、除雪をしていただく
ようご協力をお願いします。
　また、消火栓や防火水槽の周りに
は雪を捨てないようご協力をお願い
します。
○屋根の雪下ろしに注意
　屋根の雪下ろし作業中の転落事故
が毎年発生しています。転落は重大

お悔やみ申し上げます
（ 10 月 15 日～11 月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区
五十嵐〆子 87 勇夫 見祢
鈴木　　一 89 一 今泉
長谷川庄英 85 好英 西久保
荒池　絹子 90 絹子 神明町
笠間　一雄 78 一雄 壺下
渡部フクミ 90 俊彦 大原
瀨野　富子 82 富子 土町
佐藤　秀一 72 秀一 内野
浅川　　通 64 通 磐根
添野　知子 91 玉根吉利 沼尻駅前

六角　彦則 88 幸夫 金曲
小檜山洋子 76 洋子 桜ヶ丘
大川原　浩 89 浩 山潟
笠井フサ子 80 フサ子 市沢
増子オフサ 94 オフサ 小田
浅井甚一郎 89 甚一郎 新町い
遠藤　征子 78 正吉 名家
栗田まつ江 95 まつ江 桜ヶ丘
神田　忠司 73 忠司 川上
佐藤　　衛 94 衛 内野
長谷川幸子 88 治 翁島駅前

鈴木早苗江 63 昭一 上新町
小檜山岩男 74 岩男 幸野
小林　信正 85 浩信 打越
宮澤　建夫 80 建夫 川桁
笠間キヨ子 91 教子 千代田
佐藤　　孝 82 孝 新屋敷

   今月の納期
（納期限12 月26 日）

●固定資産税    ３期分

●国民健康保険税 ６期分

●介護保険料 ６期分

●後期高齢者
医療保険料   ５期分

●上下水道使用料 12 月分

●下水道受益者負担金 ４期分

暮らしの情報広場

2022 年 11 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　12,975 人
　　世帯数　　　  4,699 戸
　　出生      6 人　  転入　 41 人
　　死亡　24 人  　転出　 52 人12 月 12 日～１月末の窓口業務延長日は

12 月 20 日と１月 10 日、24 日です編
集
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記
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

子 育 て

消　　防

町の人口
（福島県現住人口調査より）

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和４年 10 月末現在）

１　犯罪発生状況

◎令和４年中の県内における「なりすまし詐欺」（オ
レオレ詐欺など）の発生状況は 91 件、被害金額は 2
億 1,278 万円（前年同期比 +7 件、+7,231 万円）です。
被害を防ぐための第一歩「POLICE メールふくしま」
に登録しましょう。pmf01@uh.asp.cuenote.jp に空
メールを送り、登録しましょう。　
㉄猪苗代警察署　☎（63）0110

◎管内では、出会頭の事故が多発しています。交差点
　では、確実に一時停止や安全確認をしましょう。
◎横断歩道では、歩行者が優先です。
◎全ての座席でシートベルト・チャイルドシートの正
　しい着用を徹底しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和４年 令和３年 増　減

猪 苗 代 町 22 32 -10

磐 　 梯 　 町 5 8 -3

裏 　 磐 　 梯 2 7 -5

　　　計 29 47 -18

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

４年 ３年 ４年 ３年 ４年 ３年

窃盗犯計 15 26 3 4 1 5
空 き 巣、 忍 び
込みなど 1 4 1
万 引 き、 車 上
狙いなど 12 22 2 4 1 5

自動車盗など 2

詐欺など 3 1 2

暴行・傷害など 2 3 1 1

器物損壊 2 2 2 1 1

その他 1

合　計 22 32 5 8 2 7

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 22 10 3 4 0 0
増　　減 12 -1 0
死者数 1 1 0 0 0 0

増　　減 0 0 0
傷者数 30 13 4 4 0 0

増　　減 17 0 0
物件事故 438 320 80 80 49 45
増　　減 118 0 4

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、死亡届の手続きの際に
窓口に申し出ください。

自 動 車

林　　業

イベント

善意をありがとうございます

　県退職公務員連盟北会津支部猪苗代
方部会は 11 月 22 日、教育振興に役
立ててほしいと、猪苗代中学校に 13
万円を寄付しました。

横山校長から感謝状を受けた同連盟猪
苗代方部会の長尾さんら（左から２人
目）
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Our  Museum
みんなの美術館
12 月は翁島小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　香味野菜のしょうがやゆずの香りを生かすことで減塩につながります。また、かぶの葉の部分には、抗酸化
作用のあるβカロテンやビタミン C の他にもカルシウムや鉄などが含まれるため、捨てずに活用しましょう。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 306

【材料】4 人分
・かぶ　4 個　・豚ひき肉　100㌘　・しょうが　15㌘
・サラダ油　小さじ 2　・だし汁　300㏄
・Ａ｛・うすくちしょう油　大さじ 1　・酒　小さじ 2
・砂糖　小さじ 2　・みりん　小さじ 2｝
・片栗粉　大さじ 1　・ゆずの皮　適量

【作り方】
① 2㌢程、茎を残したかぶを 4 等分にする。かぶの葉はゆでて３㌢程
　の長さに切る。
②サラダ油を熱した鍋で豚ひき肉としょうがを炒め、豚ひき肉の色が
　変わったら、①のかぶの根とだし汁、A を加える。
③沸騰したらアクを取り、落し蓋をして弱火で煮る。かぶが軟らかく
　なったら、片栗粉を同量の水で溶き、とろみをつける。
④かぶの葉を加えてさっと煮たら器に盛り、千切りしたゆずの皮を散
　らして出来上がり。

【１人当たりの栄養量】
エネルギー 105㌔㌍、塩分 0.8㌘

かぶのしょうがそぼろ煮
（減塩メニュー）

「バッタとあそんだよ」

生活科で飼っていたバッタの
背中で遊んでいるところです。
みんなでダンスをするのは楽
しいです。バッタは、はしっ
こまですき間がないように塗
りました。人は違う紙に描い
て、貼り付けました。

「夢中で跳んだ 105cm」

野口英世博士顕彰記念町内小
学校体育祭の高跳びで、練習
では跳べなかった 105cm が、
大会の時には跳べた様子を描
きました。色を塗り重ねるの
が難しかったです。表情が上
手に描けました。

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ジチタイワークスのホームページをご覧
ください。

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

翁島小学校　５年
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翁島小学校　１年


